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	重要なトピックス（節レベル）
	左記トピックスの内容（項レベル）

	内容に関わるキイワード

	１．測量学から空間情報学へ
（１頁）
２．衛星測位・ポジショニング
（４頁）
３．画像計測・リモートセンシング
（３頁）

	（１）技術の展開
（２）社会的要請への対応

（１）GPS

　　　①　GPSの土木分野への導入

　　　②　測量・計測技術としての進展と普及

　　　③　RTK-GPSの実用化
　　　④　ネットワーク型RTK-GPSサービスの開始

（２）GNSS
　　　①　GLONASSとGPSを併用する測位

　　　②　準天頂衛星の利用開始（予定）
　　　③　GALILEO等の計画
（３）屋内測位技術
（１）デジタル写真測量

　　①　地図のデジタル化の導入と進展

　　②　デジタル画像を用いた写真測量の開始

　　③　バンドル調整法の利用拡大

　　④　画像計測の進展と普及

（２）レーザ計測

　　①　測角・測距測量の一体化と画像処理の導入

　　②　水準測量の進展と画像処理の導入

③　全方位高密度測距への進展　

（３）衛星リモートセンシング

　　①　地球観測の進展

　　②　地殻変動調査の実用化

　　③　国産地球観測衛星(ALOS)の打ち上げ
	阪神淡路大震災、世界測地系への移行
地理空間情報活用推進基本法、測量法改正
GPS、VLBI、雲仙普賢岳復興工事、阪神淡路大震災
基準点測量、応用測量、電子基準点
RTK-GPS、OTF
ネットワーク型RTK-GPS、VRS、FKP、電子基準点
GLONASS

QZSS
GALILEO、COMPASS
RFID、IMES、無線LAN、可視光通信、IMU
デジタルマッピング、空間データ基盤、基盤地図情報
デジタル写真測量システム、写真地図
近接写真測量、デジタルカメラ
画像相関、画像認識、出来形測量、斜面調査、構造物診断
トータルステーション、自動追尾
自動/レーザレベル、バーコード標尺
レーザ計測、石垣、文化財
土地被覆分類、地図作成、赤潮・青潮
阪神・淡路大震災、活火山
光学（パンクロ、マルチ）、レーザ

	４．統合型測量システム

（４頁）

５．施工のＩＣＴ化

（４頁）


	　　

（１）航空測量システム
　　①　直接定位システムの導入
　　②　デジタル画像取得技術の進展
　　③　写真地図作成の自動化
　　④　高密度標高点群計測の導入

⑤　高密度標高点群利用の進展と普及
（２）地上測量システム
　　①　モバイルマッピングの導入と進展

　　②　道路構造物の維持管理への応用
　　③　デジタルアーカイブ化への応用

（３）三次元都市モデリングの進展
（１）情報化施工

　　①　IT施工システム

② 現場測量システム

③ 三次元重機制御システム（3D-MC）

④ 現場車両運行管理システム

⑤ 盛土締固め管理システム

⑥ 土量計測システム

⑦ 海工事における出来形測量（深浅測量）

⑧ 海中測位システム

⑨ 作業船管理システム

（２）動態観測の高度化

　　①　斜面変位計測システム

　　②　地盤沈下計測システム

（３）施工の自動化・無人化施工


	GPS/IMU
CCDの統合

GPS/IMU/CCD、スリーラインセンサ、変化抽出
GPS/IMU/レーザ+CCD、航空レーザ測量
送電線調査、標高断彩図、洪水流解析、道路設計、地形変動
GPS/IMU/画像/レーザ、カーナビ、全方位撮影・計測
轍、道路標識、路面表示、トンネル形状
文化財・考古学、世界遺産、交通事故、災害調査

三次元地図情報
CALS/EC、3D-CAD、GIS、土工事＋舗装工事

出来形計測、

RTK-GPS、自動追尾型TS、建設機械の誘導・制御

施工品質管理

デジタル写真測量

船位計測、深浅測量、出来形計測

GPS+超音波装置

作業船位置決め、誘導、安全管理

法面変位監視、近接写真測量(画像計測)、変位検知

レーザ+GPS、

遠隔重機制御、災害復旧工事(雲仙普賢岳復興工事、有珠山復旧工事)




	６．空間情報基盤の構築と展開

（４頁）


	（１）GISによる空間情報の統合利用技術

　　　① データベース技術の発展

　　　② 空間分析技術の進展

　　　③ 視覚化技術の進展

（２）空間情報の流通

　　　① インターネットの普及とWEBアプリケーション技術の進展

　　　② 電子国土・国土情報ウェブマッピングシステム等の開設，発展

　　　③ 民間によるWeb GISサービスの展開

（３）標準化

　　　① ISOにおける地理情報標準化部会の設立

　　　② 各種標準（地理情報標準、DMデータ等）の策定

　　　③ CAD-GISデータの連携

（４）社会基盤としての空間情報

　　　① 政府による空間情報への取り組み

　　　② 空間情報基盤（基盤地図情報、数値地図、DRM等）の整備促進

　　　③ 統計情報の整備促進

　　　④ 基盤データ共有化の進展

　　　⑤ ツールから社会基盤へ


	オブジェクト指向、クリアリングハウス、3次元GIS、時空間GIS、空間解析手法、オープンソース、業務支援GIS
Web GIS、電子国土、国土情報ウェブマッピングシステム、民間地図コンテンツ（マピオンなど）、Google Earth（Google Maps、Virtual Earth、Google Maps StreetView等も含む）、携帯電話地図サービス

ISO/TC204、TC211、地理情報標準、国土空間データ基盤標準、DMデータファイル、G-XML、KMLとOGC（Open Geospatial Consortium）、CAD-GIS連携

阪神・淡路大震災、GIS関連省庁連絡会議、地理空間情報活用推進基本法、アクションプログラム、統合型GIS、電子国土基本図、基盤地図情報、数値地図、DRM




